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果
準
税
率
決
定
に
欄
す
る
一
方
法
に
つ
い
て

累
進
税
率
決
定
に
閥
ナ
る

一
方
法
に
つ
い
て

象

井

ま佐

柏

一
、
理
想
的
累
進
税
率
の
研
究

ド
田
県
進
従
卒
の
現
状
累
進
税
は
現
在
現
論
的
に
は
一
躍
是

認
せ
ら
れ
、
寅
際
上
も
諸
闘
の
組
税
立
法
は
凡
で
之
を
そ
の
中

に
採
用
し
、
そ
の
存
在
は
硯
今
に
あ
っ
て
は
殆
ど
常
識
2
苫
へ

怒
っ
て
ゐ
る
の
で
る
る
が
、
然
ら
ば
具
慣
的
に
如
何
た
る
税
率

を
揮
び
、
又
累
進
階
段
及
び
累
進
税
率
の
進
み
方
を
如
何
に
決

定
す
べ
き
か
に
闘
し
て
は
何
等
確
固
た
る
根
擦
が
一
不
さ
れ
や
、

殆
ど
そ
の
凡
で
が
立
法
者
の
芯
意
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
出
。

我
図
に
あ
っ
て
も
所
得
役
が
明
治
二
十
年
に
採
用
せ
ら
れ
て

以
来
、
第
三
種
所
得
税
に
針
し
て
は
金
制
累
進
が
適
用
せ
ら
れ

た
。
而
し
て
明
治
三
十
九
年
の
税
法
審
資
委
員
舎
に
依
っ
て
全

額
呆
進
の
欠
結
が
指
摘
せ
ら
れ
、
大
正
二
年
の
改
正
以
来
超
過

額
累
進
が
採
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
寅
際
に
適
用
せ
ら
れ

第
四
十
巻

第
四
拍
車

四

七
七
七

英国民於ても、大隊勃食前には国民殻[~l一金貨を要求し、其の後の情勢~見
ても、貨幣irlE湿の基慌に金免換の概合;}J~強 q動き滑るを知るのである。
神戸博士，所得の綜合累進課税に就きで(怨務論議、第三十九曜号、第三競)
汐見博士・所得税の枕率の改正(経済論議、第三十三巻、第二務)
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東
進
税
率
決
定
に
闘
す
昌
一
方
法
K
つ
い
て

て
ゐ
る
税
率
は
大
正
七
年
、
大
正
九
年
、
大
正
十
五
年
の
改
正
に

も
拘
は
ら
守
、
常
に
何
等
の
規
則
性
を
も
作
は
や
会
〈
恋
意
の

産
物
友
る
が
如
き
視
を
輿
へ
、
只
明
治
三
十
九
年
の
税
法
審
査

委
員
舎
の
審
査
報
告
に
於
て
、
「
超
過
額
甲
南
迭
は
現
今
絞
消
息
十
上

物
の
放
用
に
就
き
重
要
の
理
論
た
る
限
界
技
用
況
に
遁
合
せ
る

も
の
に
し
て
、
政
一
武
双
ぴ
賞
際
に
泊
せ
る
主
義
友
り
と
す
o
」Y
C

の
説
明
が
典
へ
ら
れ
引
文
「
韓
民
貯
に
税
率
を
定
め
る
に
能
っ
て

は
系
進
階
段
の
刻
み
及
び
累
進
税
率
の
進
み
方
を
州
き
る
丈
細

分
す
る
時
、
最
も
公
平
友
る
課
税
を
鋳
し
得
る
。
」
と
述
べ
て
ゐ

る
の
み
で
あ
る
。

に
所
謂
現
想
的
呆
進
税
率
か
L

る
事
情
の
中
に
あ
っ
て
、

累
進
税
率
の
決
定
に
仲
ふ
恋
意
を
排
除
し
且
確
周
売
る
根
撲
に

基
き
て
、
所
得
税
に
闘
す
る
理
想
的
岡
市
進
税
率
を
決
定
せ
ん
と

す
る
試
み
は
、
従
来
屡
々
諸
問
申
者
に
依
り
試
み
ら
れ
た
の
で
る

る
。
剖
或
は
限
界
数
用
の
理
に
基
き
、
或
は
ベ
ル
ヌ
イ

E
O
B
E

D
Z一O
)

の
債
値
法
則
に
碁
き
、
或
は
経
験
的
に
定
め
ら
れ
た
系

進
税
率
を
出
褒
賄
と
し
て
、

グ
ロ

1
マ
ン

(同

-csrgmHEE)
・

カ
ツ
セ
ル

(
C
C
Z百
円
)
・
ヱ
ツ
ヂ
ワ

1
ス
(
『
・
〈
-
-
h
L
町
内
正
皇
子
)
・

第
四
十
巻

士
七
八

第
四
就

四

ナ
ウ
マ
ン
(
匂

-
Z
2
5
8ロ
)
等
に
依
つ
て
は
彼
等
の
所
謂
恐
想

の
累
準
税
率
に
闘
す
る
公
式
が
後
表
せ
ら
れ
円
、
更
に
紳
戸
博
士
・

汐
見
博
士
・
ロ
イ
パ

l
(
日

-
N
E
Z平
等
に
依
つ
て
は
理
想
的
呆

進
税
率
を
得
可
き
方
法
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
私
。
更
に
此
等
の

'1;: fIJ.~ 諸
(/)ヌI
Efl 式
:，~ごと

:5 ご白: 呉
<>る

がて方
ぁ;弘法
るu tEZ に
r.，-' ，牧 f交
弓え り
をで
導従
き来
出の
し恋
た意
も・ 告と
の比令
』亡き
タT 、
ン

タ じっ
イ長

郎
グ
ン
グ
ー
は
彼
の
帯
守
昨
日
ロ
N
I

g
E
Bロ
E
=口
ι

∞R
E
q自
由
、
岡
山

g
E
B
に
於
て
、
政
府
の
必
要
と

ず
る
所
得
税
牧
入
額
を
基
礎
と
し
て
之
を
国
民
所
得
額
に
閥
連

せ
し
め
る
事
に
依
り
、
先
づ
完
税
瓢
を
規
定
し
更
に
之
を
出
禁

結
と
し
て
累
進
階
段
及
び
累
進
税
率
を
も
定
め
、
彼
の
所
謂
理

認
の
累
進
税
率
を
一
示
す
可
き

m
o
p口
2
2『
を
導
き
出
し
た
の

で
あ
る
。

以

F
に
於
て
グ
ン
タ
1
の
日
向
。
同

E
E
E『
に
関
す
る
簡
輩
な

る
紹
介
を
試
み
る
と
共
に
、
プ
ロ
イ

7

1

R・
出
品

Z-2吋
及
ぴ
ナ

ウ
マ
ン
が
之
に
謝
し
て
潟
し
た
批
評
の
大
要
を
明
に
し
度
同
。

=
、
ゲ
・
〆
タ
ー
の

w
o
F『
g
g丘町
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い
出
褒
賭
|
闘
民
の
租
税
負
捲
が
大
と
在
る
と
共
に
矯
政
者

と
し
て
続
々
意
を
用
ひ
な
け
れ
ぽ
た
ら
な
い
黙
は
、
如
何
に
し

て
最
も
公
平
友
る
租
税
の
配
分
を
矯
す
可
き
か
の
問
題
で
あ

る
。
而
し
て
現
在
一
般
に
所
得
税
に
闘
し
て
、

公
平
課
税
の
手

段
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
は
所
謂
最
小
生
研
費
の
発
除
及

び
累
進
税
率
の
溜
用
で
あ
ふ
。
然
る
に
此
の
雨
者
の
正
賞
た
る

事
が
認
め
ら
れ
て
い
友
が
ら
も
、
寅
際
問
題
と
し
て
え
を
規
定

す
る
に
蛍
つ
て
は
、
各
闘
の
立
訟
は
何
等
敵
同
た
る
根
崎
慨
に
拡

い
て
ゐ
る
も
の
で
は
無
く
・

そ
の
殆
ど
川
べ
て
は
五
法
者
か
む

意
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
七
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
公
平
課
税

の
震
の
売
税
結
・
累
進
税
率
が
却
っ
て
不
公
平
た
る
結
果
を
招

い
て
い
る
事
が
あ
る
。
戦
前
に
於
け
る
狽
逸
名
邦
の
所
得
税
に

於
け
る
発
税
賠
が
:
フ
ロ
シ
ヤ
に
於
て
は
丸

0
0腕
、
バ
イ
エ
ル

ン
に
て
は
六

O
O腕、

ウ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
に
て
は
五

C
C腕、

ザ
ク
セ
ン
に
て
は
四

O
O麻
と
云
ふ
が
如
ぐ
、
各
邦
の
財
政
経

済
欣
般
に
大
差
を
認
め
得
友
か
っ
た
に
拘
ら
や
、
夫
#
臭
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
明
に
そ
の
決
定
に
営
っ
て
確
聞
た
る
繰

擦
の
無
い
事
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
租
税
負
擦
が
径
三
車
一
く

累
進
税
率
決
定
に
闘
す
る
一
方
法
に
つ
い
て

な
る
傾
向
に
あ
る
現
在
に
あ
っ
て
は
、
発
税
黙
・
累
進
税
卒
の

決
定
に
際
し
て
従
来
の
恋
意
を
排
し
、
何
等
か
確
貰
な
る
模
様

を
求
め
、
之
に
基
き
て
免
役
割
・
累
進
税
率
を
定
め
公
卒
な
る

租
税
負
携
の
理
想
を
寅
現
し
左
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
而
し
で
か

く
す
る
事
に
依
り
始
め
て
脱
税
或
は
租
税
闘
争
を
も
排
除
す
る

事
を
得
る
で
あ
ら
う
。

に
免
税
結

l
売
税
紡
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
所
む
は

人
が
動
物
と
し
て
生
存
を
漬
け
る
に
必
ず
る
費
用
と
丈
化
J

へ
と

し
て
生
泊
ず
る
に
必
泌
な
る
「
け
る
制
と
の
羽
一
Y

あ
J7
。

ー

:

「

m
f
L
t

人
聞
が
動
物
と
し
て
生
活
す
る
に
必
巣
た
る
費
用
邸
最
少
一
生
活

費
は
、
生
理
事
的
に
何
カ
ロ
リ
ー
の
一
替
養
を
必
要
と
す
る
か
を

知
る
事
に
依
り
之
を
決
定
す
る
事
は
出
き
る
が
、
人
間
と
し
て

而
か
も
文
化
人
と
し
て
生
訴
す
る
潟
に
如
何
た
る
程
度
の
費
用

を
裂
す
る
か
は
之
を
明
瞭
に
定
め
る
事
は
向
き
友
い
。
か
〈
て

免
税
鈷
を
定
め
る
に
営
つ
で
も
所
謂
文
化
費
の
決
定
に
於
で
非

常
時
必
困
難
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
が
、
岡
家

4
亦
そ
の
構
成
員

た
る
個
人
と
共
に
生
存
し
て
行
か
ね
ば
反
ら
や
、
そ
の
潟
に
一

定
の
経
費
を
安
し
個
人
の
図
案
に
供
す
可
き
犠
牲
も
亦
、
岡
家

第
四
十
巻

第
四
獄

七
七
ブL

E司

p. 138-153) P. Namnann; D:e Meth(î(l~'-n und JProbleme in der Bemessung der 
Einkommピnstρl1er，I925・S."9-32. S. 60'-73 
紳戸博士;所得税に於げる累進率(租院研究、第十巻)
汐見博士;所得税の税法の改正(縄開論叢、第三十三巻、第三貌)
H. Reuber: BelIlerkun記enzur ulathelnaし叫11enAu:;ge:;taJtung der Einko皿 men-
IOteuer叩 Prew;，sen(Annalen dcs deutchen Reich~. 1912. S・708-711)
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累
準
積
率
決
定
に
関
す
る
一
方
法
に
つ
い
て

が
如
何
友
る
程
度
の
牧
入
を
要
す
る
か
に
従
っ
て
鑓
動
す
べ
き

で
る
る
と
云
ふ
事
を
考
慮
に
入
れ
、
従
っ
て
岡
家
が
生
存
を
維

持
す
る
震
に
は
如
何
程
の
経
貸
そ
要
す
る
か
、
又
如
何
程
の
所

得
税
を
徴
牧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
結
よ
り
出
後
し
、
伺

人
の
免
税
制
を
岡
家
の
生
活
費
削
終
賓
と
閥
漣
せ
し
め
る
時
は

図
裁
の
粧
品
九
及
び
所
得
税
収
入
物
唯
一
リ
は
換
算
に
明
帥
慌
た
る
数
字

を
以
て
計
上
せ
ら
れ
る
か
ら
、
発
税
総
は
之
等
の
明
白
な
る
数

字
を
基
礎
と
し
て
定
め
る
事
が
出
き
る
。
而
し
て
そ
の
決
定
方

法
と
は
次
に
示
す
が
如
き
も
の
で
る
る
。
邸
例
へ
ば
岡
家
が
闘

民
所
得
の
二
%
の
所
得
税
収
入
を
要
す
る
時
は
五
O
%
丈
、
印

国
民
所
得
中
の
下
宇
部
に
属
す
る
所
得
者
は
免
税
せ
ら
れ
そ
の

中
の
最
高
所
得
者
の
所
得
額
が
免
税
黙
と
友
る
。
叉
図
民
所
得

に
射
し
て
四
%
・
五
%
・
一
O
%
等
の
所
得
税
牧
入
を
必
要
と
す

る
時
は
、
夫
k

園
民
所
得
中
の
最
下
部
に
属
す
る
二
五
%
・

O

%

・
一
(
)
%
等
が
免
税
せ
ら
れ
、
夫
K

の
部
分
に
含
ま
れ
た

最
高
所
得
者
の
所
得
額
が
免
税
黙
と
た
る
。

只
此
の
方
法
に
閲
し
て
は
一
の
修
正
が
施
さ
れ
怠
け
れ
ば
た

ら
-
た
い
。
邸
此
の
揚
合
所
得
税
牧
入
が
園
民
所
得
の
一
%
た
る

第
四
十
巻

七
八

O

第
四
披

一
四
四

時
は
、

一
O
O
%
が
免
税
さ
れ
る
と
云
ム
不
合
理
を
生
や
る
か

ら
、
此
の
欠
黙
を
除
〈
鵠
に
所
得
税
収
入
が
国
民
所
得
の
二
%

以
下
と
な
っ
て
も
常
に
只
国
民
所
得
の
五
O
%
丈
が
免
除
せ
ら

れ
、
従
っ
て
下
半
部
に
属
す
る
所
得
者
中
の
最
高
所
得
者
の
所

得
額
が
免
税
鮪
位
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
而
し
て
如
何
な
る

揚
へ
日
に
あ
っ
て
も
少
〈
も
岡
民
所
持
中
の
土
中
ヤ
部
に
腕
ず
る
川

得
者
が
、
所
得
税
を
納
む
可
き
は
蛍
然
の
事
で
あ
る
か
ら
此
の

修
正
も
許
さ
れ
る
可
き
で
あ
ら

ho

三
税
率
|
捨
税
力
が
大
と
な
る
に
従
ひ
大
た
る
租
税
を
負
指

し
得
る
の
で
る
る
か
ら
、
税
率
を
決
定
す
る
に
首
つ
て
は
、
指

役
力
の
大
い
さ
に
従
っ
て
之
を
大
と
す
べ
き
で
る
る
。
削
指
枕

力
の
説
教
と
税
率
の
積
が
一
定
と
左
る
如
〈
税
率
を
決
定
す
れ

ば
最
も
公
卒
な
る
課
税
を
潟
し
得
る
。
然
る
に
各
人
の
所
得
額

に
つ
き
で
之
を
見
る
に
、
そ
の
所
得
額
中
の
一
定
限
に
至
る
迄

の
部
分
は
最
も
烈
度
の
強
い
慾
笠
充
足
に
向
け
ら
れ
携
税
カ
は

最
も
少
で
あ
り
、
此
の
一
定
限
を
超
へ
弐
の
一
定
限
に
至
る
迄

の
所
得
は
烈
度
の
精
弱
き
慾
望
充
足
に
向
け
ら
れ
捨
枕
カ
は
梢

大
と
怒
り
、
更
に
之
を
超
へ
次
の
一
定
限
に
至
る
迄
の
所
得
は

E~ Gunther; ExistenzmInimum 1:.md SteuermaxImunL. 1925・
K. Bl auerj U mri拍 eund Untersl.;l(，;hungen 7.U einer Lelur:: '10m Steuertarif. I927・
s. 148-162. K. IJraue.;出 elhrt訂正 (Handworterbロchder Sta.a白川崎出回chaflcn.
IV. Auft. III. Bd. S. 1I2I-1I23) 
P. Nauma川】 a.a. O. S. 60.官.
E. Gunther; u. a. O. 
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烈
度
の
更
に
弱
き
慾
望
の
も
允
足
に
向
け
ら
れ
る
か
ら
捨
税
力
は

一
居
大
と
な
る
。
従
っ
て
之
等
の
各
所
得
部
分
に
針
し
て
漸
次

高
い
稔
率
を
謀
し
得
る
如
く
す
れ
畑
、
邸
超
過
額
泉
進
を
採
用

す
れ
ば
最
も
公
一
牛
と
た
る
詩
で
る
も
。
而
し
て
此
の
揚
合
に
所

得
の
捨
税
力
に
闘
す
る
此
の
様
な
性
質
を
無
視
し
て
所
得
額
を

全
鐙
と
し
て
考
へ
全
額
累
進
を
適
用
す
れ
ば
.
税
率
が
金
額
を

以
て
示
さ
れ
る
か
百
分
比
に
依
っ
て
一
不
さ
れ
る
か
に
膝
じ
て
、

岡
市
港
特
段
の
内
部
に
於
て
租
税
負
捨
が
逆
進
的
と
・
な
り
或
は
累

進
階
段
の
服
尽
に
於
て
税
率
が
急
激
お
る
飛
躍
生
馬
す
と
一
辺
ふ

様
友
不
都
合
を
生
や
る
の
で
あ
る
。

措
暗
税
カ
は
か
〈
の
如
く
所
得
額
が
一
定
限
を
超
過
す
る
毎
に

大
と
な
る
が
、
指
税
カ
の
場
加
の
程
度
は
超
過
所
得
額
に
依
つ

て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
は
無
〈
、
そ
の
相
封
額
に
依
り
決
定
せ

ら
れ
る
の
で
る
る
か
ら
、
累
進
階
段
は
等
比
級
数
的
一
な
る
闘
係

を
以
て
一
不
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な

h
。
而
し
て
此
の
揚
合
に
公

比
と
し
て
揮
ぴ
得
る
数
値
は
無
数
に
存
在
し
従
っ
て
各
種
の
累

進
階
段
の
進
み
方
を
考
へ
得
る
が
、
各
呆
進
階
段
の
限
界
賭
を

決
定
す
る
銭
に
は
免
税
黙
を
基
準
と
し
て
、
之
の
五
倍
の
所
得

累
準
税
率
決
定
に
掬
す
る
一
方
法
に
つ
い
て

額
を
以
て
第
二
累
進
階
段
の
限
界
と
し
、
更
に
之
の
五
倍
の
所

得
額
を
以
て
第
三
泉
進
階
段
の
限
界
と
す
る
様
に
定
め
る
な
ら

ば
最
も
よ
〈
賓
際
の
要
求
に
合
致
す
る
国

而
し
て
此
等
の
累
進
階
段
の
中
第
一
の
累
進
階
段
は
売
殺
せ

ら
れ
る
可
き
所
得
額
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
か
ら
捨
枕
カ
は
無
〈

第
二
田
市
進
階
段
・
第
三
系
進
階
段
と
夫
K

前
階
段
に
射
し
て
同

一
の
量
産
を
保
っ
て
そ
の
櫓
税
カ
は
増
加
す
る
。
従
っ
て
之
等
の

累
進
階
段
に
遁
用
せ
ら
れ
る
可
き
旧
来
進
枕
卒
は
夫
々
同
一
の
差

E
以
亡
増
加
ナ
れ
ば
良
い
川
市
で
ふ
出
品
。
川
即
等
主
乃
級
搬
を
以
て
税

李
が
増
加
す
れ
ば
最
も
公
平
な
る
課
税
を
矯
し
得
る
が
、
第

の
回
東
進
階
段
は
完
投
せ
ら
れ
る
可
き
部
分
で
あ
る
か
ら
、
第

第
二
累
進
階
段
に
遁
用
せ
ら
れ
る
可
き
税
率
の
差
印
公
差
は
、

最
初
に
趨
周
せ
ら
れ
る
可
ま
税
率
自
鱒
と
た
る
。
か
〈
て
我
k

は
第
二
泉
進
階
段
に
適
用
せ
ら
れ
る
可
き
税
率
を
決
定
し
さ
へ

す
れ
ば
、
他
の
累
進
階
段
に
適
用
せ
ら
れ
る
可
き
税
率
を
も
自

ら
決
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
今
最
初
の
税
率
を
決
定
す
る
に
営
つ
で
も
我
々
は
園

民
所
得
と
必
要
所
得
税
収
入
額
と
の
開
係
か
ら
出
議
す
る
。

A
1

第
四
十
巻

第
四
球

七
i¥. 

四
3i. 

紳戸博士は租読の原且:u及び根擦に稽へて最小活資の免税に反聖母し、又Tことへ
現在の最小活費の限界を認めて色之以下の所得には種〈騨い拐を諜すべき
でゐ昌とし、(以上租a併究第一巻、最小il'i賞、の免祝参照〉叉免税勤&詐すk
しで色極〈低〈定む可きてゐるとしておられる、t財政事大菜、三百三十頁参
照}
{此の勤tこ闘して Guntl即は明瞭なる説明セ典へておらすz従ってそのが設は明
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累
進
税
率
決
定
に
関
す
る
一
方
法
「
い
つ
い
て

偲
に
所
得
税
収
入
が
岡
氏
所
得
の
一
一
%
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば

免
税
せ
ら
れ
る
可
き
所
得
は
園
民
所
得
の
二
分
一
却
下
宇
部
に

属
す
る
所
得
で
あ
る
。
従
っ
て
閤
民
所
得
の
上
宇
都
に
属
す
る

所
得
者
が
会
同
民
所
得
の
二
%
に
嘗
る
部
分
を
所
得
税
と
し
て

負
指
し
友
け
れ
ば
た
ら
友
い
事
と
な
る
。
帥
彼
等
の
所
得
の
問

%
を
所
得
税
と
し
て
負
拾
し
怠
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
同
椋
に
園

民
所
得
の
一
一
一
広
・
四
氾
・
γ

丘
町
市
山
噂
の
川
得
続
牧
入
が
必
要
な
ら
ば

納
税
義
務
者
は
夫
K

四
・
五
%
φ
五
ム
二
%
六
・
二
五
%
を
負
携
し

-
泣
け
れ
ば
た
ら
友
い
。
而
し
て
我
々
は
之
を
以
て
最
初
に
適
用

せ
ら
れ
る
可
き
税
率
と
す
る
事
が
出
き
る
。
何
と
友
れ
ば
之
等

は
納
税
義
務
者
会
憶
と
し
て
負
婚
す
可
き
割
合
で
あ
る
が
、
納

税
義
務
者
も
亦
一
定
限
迄
の
額
は
発
税
せ
ら
れ
従
っ
て
賃
際
課

税
せ
ら
れ
る
所
得
額
は
そ
の
部
分
丈
減
少
し
て
い
る
か
ら
、
前

記
の
税
率
を
以
て
最
初
の
泉
准
階
段
に
適
用
せ
ら
れ
る
可
き
税

率
と
し
、
而
か
も
そ
の
値
を
公
差
と
す
る
築
業
級
教
を
以
て
稔

率
を
累
進
せ
し
め
、
上
位
の
累
進
階
段
に
よ
り
高
い
税
率
を
課

す
る
も
、
納
税
義
務
者
の
免
除
せ
ら
れ
る
所
得
額
に
依
り
所
得

税
収
入
舗
は
相
平
均
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
十
巻

第
四
時
制

七
八

一
四
六

個
賓
際
へ
の
適
用
|
上
述
の
如
〈
先
づ
園
民
所
得
と
画
家
の

必
要
と
す
る
所
得
税
牧
入
と
一
玄
ム
客
親
的
た
る
基
準
に
基
き
、

発
税
黙
を
定
め
更
に
之
を
問
後
貼
と
し
て
累
進
階
段
及
び
累
進

税
率
の
進
み
方
を
規
定
し
た
。
而
し
て
か
く
し
て
得
ら
れ
た
税

家
一
・
が
果
し
て
賞
際
の
担
額
合
に
趨
用
し
て
如
何
怠
る
結
果
を
符
ら

れ
る
か
、

又
寅
際
に
適
用
し
得
る
と
し
て
如
何
な
る
特
長
を
有

す'
'~I 
カュ

を
l!jj 

陀-

L， 
;!l 
け
Jn， 
1;1了
沼ー
lっ
;!l 
1"・

大
戦
中
及
び
大
戦
直
後
に
闘
し
て
は
園
民
所
得
に
つ
き
置
確

友
る
統
計
b
t
得
ら
れ
中
、
又
財
政
経
済
の
動
揺
時
で
あ
っ
た
か

ら
、
比
較
を
最
も
正
確
に
す
る
潟
に
比
較
的
疋
し
い
材
料
を
得

ら
れ
る
一
九
一
四
年
の
プ
ロ
シ
ヤ
の
園
民
所
得
及
び
所
得
税
統

計
を
基
礎
と
し
て
研
賞
を
進
め
る
。
郎

山
一
九
一
四
年
の
プ
ロ
シ
ヤ
の
図
民
所
得
は
二
百
二
十
六
億

麻ω同
所
得
税
牧
入
額
は
三
億
四
千
寓
跡

と
云
ふ
事
責
か
ら
出
禁
ず
る
。
而
し
て
之
を
出
愛
黙
と
し
前
記

の
方
法
に
基
〈
時
は
所
得
税
牧
入
は
岡
氏
所
得
の
一
・
五
%
と

た
る
が
、
此
の
揚
合
に
は
少
く
と
も
園
民
所
得
の
上
宇
都
に
属

でない。
此の事は Gilntherは己に彼の著書ProgressIVSi:叩eroder Konfiskation? 1918. 
邑. 2 (-23.に於で説明している。
fタ見博士z税率論{経理事論畿、第三十三巻、第一波〉参照
此のiIltにつきで Progressi川副町 oderKonfisl岨 t】nn?11::於で詳細の説明を帰
してゐる。
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ず
る
所
得
者
は
所
得
税
を
負
捨
し
一
泣
け
れ
ば
注
ら
な
い
。
且
下

宇
部
に
属
す
る
所
得
者
中
の
最
高
所
得
者
の
所
得
額
が
免
役
黙

と
な
る
。
印
之
よ
り
し
て
次
の
結
果
を
得
る
。

祖
均
稜
匙
:
・
・
:
:
一
六
五

O
麻
(
累
進
階
段
の
計
算
に
は
特
ぷ
計
貨
を

簡
単
に
す
る
鍔
一
六

O
O廊
と
す
る
)

一
、
大
五

O
腕
含
超
過
す
る
所
得
:
:

八
、

0
0
0
ク

四
O
、0
0
0
ク

二

O
O
、0
0
0
タ

一.
0
0
0
0
0
0
;~ 

耳、
0
0
0
、
0
0
0
タ

二
五
、

0
0
0、
0
0
0
タ

ハ=
%%  

二二 ;!L 
% ~~b 
n. 
J活J

-
一
八

M

.
-
二
一
%

更
に
此
の
累
進
税
率
に
依
り
て
得
ら
れ
る
所
得
税
牧
入
企
プ

ロ
シ
ヤ
の
所
得
税
牧
入
と
を
比
按
ず
れ
ば
次
表
の
如
く
で
あ

ァョ。・4

累
進
階
段

プ
ロ

V
ヤ
折
得

礎
法
の
品
抽
選
ト
に

依
昌
攻
入
円
賀
高
腐
V

Z
A
・五三口一一

臨

一
、
さ
さ

一
、
さ
き

八
、
ロ
ロ
ロ

一
一
一
六
・
三
一
口

グ
ン
タ
ー

の
積
率
に

依
る
牧
入

『
百
寓
廊
、

牧法プ
入のロ
を務シ
=超率ャ
墨へに所
鼠a依得
}額る積

u

毛
・
屯
九
回
ニ

築
造
枕
翠
決
定
に
闘
す
る
一
方
法
に
つ
い
で {ー〉

王
子
吾
一

〈ー)

四
人
・
回
ニ

八
、
口
口
口

回口‘ロロ{〕

七回・一一一一一一円

一
口
-
工
芸
一
一

ニ
守
一
五

回(〕、{〕己口

一
口
口
、
ロ
ロ
口

五[〕・九九回一
u

九
回
・
穴
五
円
一

望
・
交
一

ニ
(
〕
口
、
口
口
口

一、口{〕口、口(〕口

ニ
ニ
，
一
石
E
E

歪
・
=
一
二
八
七

E
z
-
-
口五五一一

一
、
口
口
凸
、
ロ
ロ
ロ

耳
、
口
口
口
、
口
口
口

六・同一
4

一-ニ内

一
月
了
拍
Z
一九

-
2

・U司U
U三

』

P
F
4
J
F三

耳、己口{〕、
Q
Q
(
)

一
五
、
口
口
口
ユ
u
h
z
U

4

・耳目↓一一コ、

E

一一f
J

ζ

ー、一、
F
A
V

3
u
f
z
J
J
3
 

間
酢
四
国
一
人
λ

一一五、
D
D
口、ロロ{〕

計

恒
特
長

l
卸
我
-4

は
か
く
し
て
客
観
的
な
る
基
準
に
基
き
て

禿
稔
鮪
・
田
市
進
階
段
・
累
進
税
率
・
等
を
決
定
す
る
事
を
得
、
且
之

. -
-R 

手
口
口
九
八

Z
-
A
七七ニ

言
一
・
三
主

五
五
九
・
八
同
一
回

一八・吉一一

に
依
り
従
来
の
議
意
を
排
除
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
更
に

同
向
。
ゲ
コ
阿
】
宮
『
山
『
は
次
の
如
き
特
長
を
有
ナ
る
の
で
あ
る
。
卸
売
税

離
は
圏
家
の
必
要
と
す
る
所
得
税
牧
入
を
出
脇
町
黙
と
し
て
定
め

ら
れ
、
園
家
が
大
た
る
牧
入
を
要
す
る
時
低
く
た
り
、
園
家
が

小
左
る
牧
入
に
て
満
足
し
得
る
時
は
高
〈
な
る
。
従
っ
て
租
税

第
四
+
巻

七
八
三

第
四
披

一
四
七

』止の動につきでは GUntherは5なる車置を探ム・哩由につき之以上の詳細なる説
明石F興へていない、従って何故に 5なるI!!Lb<，嘩ばれたかをよく理解する事が
出きない3
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累
進
積
率
決
定
に
関
す
る
一
方
法
に
つ
い
て

は
園
日
内
が
図
家
の
矯
に
忍
ぶ
可
き
犠
牲
で
あ
る
以
上
、
此
の
関

係
は
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
叉
園
家
が
大
友
る
所
得
税
牧
入
を

必
要
と
す
る
に
つ
れ
て
免
税
賠
は
漸
次
低
下
す
る
が
、
そ
の
低

下
の
割
合
は
遜
減
し
て
行
く
事
も
、
免
税
黙
は
生
理
的
生
活
費

と
文
化
的
生
活
費
の
和
で
あ
っ
て
、
如
何
友
る
揚
合
に
も
生
理

的
生
前
費
の
限
界
以
下
に
は
低
下
し
得
た
い
と
云
ふ
性
質
に
合

致
す
る
も
の
で
あ
る
。
刊
し
て
此
の
関
係
は
資
際
の
同
氏
所
得

う 計
一
基
礎
と
し
て
算
定
し
た
火
の
数
字
が
之
を
明
ド
示
す
で
あ
ら

所得税牧入額l
L一一一一一一!免税動(麻)
闘民所得(%)
」一一一一一一一一-!-一一一一一一一一一
2 1650 

2.5 13.jO 

3 1200 

4 1000 

5 9円。
i.5 750 

10 6i5 

15 600 

更
に
叉
前
述
せ
る

所
に
依
り
て
明
友
る

が
如
〈
、
プ
ロ

V
ヤ

所
得
税
法
の
税
率
に

上ヒ
し

同
凶
作
目

C
-
B
Z
ユ「

は
、
園
民
の
高
所
得

負
拾
を
課
し
、
小
所
得
者
に
謝
し
で
は
小
在
る
負
捨
を
課
し
て

者
に
針
し
て
大
な
る

い
る
か
ら
よ
り
枇
合
政
策
的
で
あ
る
と
も
云
ひ
得
る
で
る
ら
う

第
四
十
巻

七
八
四

第
四
時
制

四
A 

一
、
同
氏
自
白
宮
同
同
町
に
劃
す
る
批
評

(ー)
ブ
口

イ
ア

の
批
評

以
上
に

於
て

大
鰻
グ

ン

タ

rT.> 

問
。
E
E
E去
を
紹
介
し
た
の
で
る
る
が
、
之
に
射
し
て
は
プ
ロ

イ
ア
ー
に
依
っ
て
詳
細
左
る
批
評
が
篤
さ
れ
て
い
る
。
以
下
が

プ
日
イ
ア

1
の
之
に
封
ず
る
批
評
の
た
時
で
る
る
。

グ
ン
グ
ー
が
刷
出
進
一
税
傘
の
決
定
に
常
り
て
刑
ひ
た
方
法
は
従

泳
心
部
意
紀
初
除
し
新
な
る
方
訟
を
股
閉
し
た
射
に
於
で
は
意

義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
乍
ら
彼
の
方
法
に
闘
し
て
は

弐
の
様
友
困
難
が
存
し
又
非
難
を
加
へ
得
る
の
で
あ
る
。

川
彼
は
園
民
所
得
を
出
褒
賠
と
し
て
い
る
が
、
園
民
所
得
の
算

定
は
困
難
で
あ
り
又
正
確
た
る
統
計
を
得
る
事
は
容
易
で
は

無
い
。

間
政
府
の
必
妥
と
す
る
所
得
税
牧
入
は
如
何
に
し
て
決
定
し
得

る
か
、
此
の
揚
合
に
他
種
の
租
税
牧
入
と
の
配
分
、
更
に
は

官
業
牧
入
・
・
政
務
収
入
・
公
債
収
入
等
と
の
割
合
の
決
定
が
非

常
に
困
難
で
あ
る
。

間
免
税
鮪
の
決
定
に
首
り
て
用
ひ
ら
れ
た
数
字
相
互
の
聞
係
が

K. Braller; Um口暗eusw. S. 148-162. 
K. '-Rrau口 Steuertarif(Handworterbuch田 W. S.日 2][--1(23) 
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如
何
な
る
根
燐
に
基
く
も
の
か
明
で
な
い
。

凶
一
累
進
階
段
が
等
比
級
数
的
に
定
め
ら
れ
る
可
き
で
あ
る
と
し

て
も
、
各
累
進
階
段
の
限
界
を
決
定
す
べ
き
揚
合
に
揮
ば
れ

た
五
在
る
数
字
は
如
何
な
る
理
由
に
依
っ
て
と
ら
れ
た
か
明

で
友
い
。

間
累
進
税
率
の
最
初
の
も
の
と
し
て
、
納
税
者
が
全
槌
と
し
て

負
婚
す
ぺ
き
平
均
的
割
合
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
之
に
つ
を

て
も
明
瞭
な
説
明
が
た
い
。

明
{
に
市
〈
之
等
の
諸
黙
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
税
率
の
決

定
に
営
っ
て
特
に
草
要
左
る
闘
係
を
有
す
る
も
の
は
、
岡
家
の

経
費
の
み
な
ら
や
園
民
所
得
の
構
成
欣
穏
・
園
官
の
欣
況
・
他
種

の
租
税
に
依
る
岡
氏
の
負
捨
欣
況
・
所
得
の
評
償
規
定
の
如
何
‘

他
闘
の
所
得
税
の
税
率
等
で
あ
る
σ

然
る
忙
グ
ン
タ
ー
に
於
て

は
之
等
の
重
要
注
る
税
率
決
定
の
諸
要
素
が
問
題
外
と
せ
ら
れ

只
政
府
の
必
要
と
す
る
所
得
税
牧
入
額
の
み
が
、
あ
ま
り
に
も

強
調
せ
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
結
に
、
向
欠
結
を
存
ず
る
も
の
と
云

は
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

に
ナ
ウ
マ
ン
の
批
評
ぃ
プ
ロ
イ
ア
ー
に
依
つ
て
は
種
々
の
賭

葉
遣
礎
寧
決
定
に
闘
す
る
一
方
法
に
づ
い
て

よ
り
グ
シ
タ

1
の
問
。
『
O
B己
防
止
「
に
劃
す
る
批
評
が
輿
へ
ら
れ

た
が
、
更
に
ナ
ウ
マ
ン
は
特
に
連
寅
的
に
累
進
す
る
税
率
を
以

て
理
想
的
累
進
税
率
で
あ
る
と
し
て
、
税
李
の
連
績
性
と
一
式
ふ

難
か
ら
批
評
を
矯
し
で
い
る
。
邸
グ
ン
タ
ー
は
客
観
的
た
る
基

準
を
出
禁
制
と
し
て
従
来
の
活
意
を
排
し
一
の
理
想
的
累
進
税

率
を
導
去
出
し
た
結
に
於
て
は
大
な
る
功
績
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
彼
の
税
率
は
超
過
額
累
進
に
依
っ
て
い
る
錦
、
累
進

階
段
の
限
界
に
至
る
毎
K
般
家
で
が
滅
状
を
品
一
し
、
宛
か
も
そ
の

限
界
に
属
す
る
者
が
不
営
に
利
谷
.
し
或
は
不
営
に
損
失
を
蒙
る

か
の
如
き
観
を
奥
へ
て
い
る
。
と
遁
ぺ
限
界
放
用
設
に
基
き
て

突
の
如
き
累
進
税
率
に
闘
ナ
る
公
式
を
捧
ん
だ
の
で
あ
る
。

邸
ナ
ウ
マ
ン
は

x
を
以
て
所
得
を
一
不
ナ
も
の
と
し
、

y
を
以

て
各
所
得
額
の
限
界
放
用
を
一
不
す
も
の
と
す
れ
ば
、
各
所
得
額

の
限
界
妓
用
は
所
得
額
に
逆
比
例
し
て
減
少
す
る
か
ら
、

山
一
な
る
方
程
式
そ
以
て
此
の
闘
係
を
一
不
し
得
る
筈
で
あ
る
と

し
、
.
之
を
同
委
黙
と
し
て
所
得
税
の
税
率
を
示
す
ぺ
き
現
想
の

公
式
と
し
て
、

1
h却
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
公
式
に
於
て
は

y
は
百
分
比
を
以
て
一
不
さ
れ
た
る
税
率
、

第
四
十
巻

四
九

七
八
五

第
四
獄

、ぜ

11 

P. Naumam】 a.a. O. S. 60 白.
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累
進
税
率
決
定
に
閲
す
る
一
方
法
K
つ
い
て

は
千
腕
章
位
の
所
得
を
示
す
。
従
っ
て

y
に
依
つ
て
は
所
得
が

増
加
す
る
に
件
っ
て
、
帥

x
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
連
績
的

に
累
進
す
る
税
率
が
輿
へ
ら
れ
る
の
で
あ
ふ
司

回
、
結

言

以
上
に
於
て
犬
鰭
グ
ン
タ

I
の
同
耐
え
2
ヨ
Z
ミ
の
要
旨
と
、

プ
ロ
イ
ア
ー
一
F
t
'
T
ラ
マ
ン

1
2
z
，r
e

J
戸

』

ぺ

b
ノ
て

t
F
〉
乙

っ

I
p
r
:
百

出

J
κ
t
d当

l
J
eあ
1
1
h

ナ

L訓
E
F
d
v
y

略
と
を
紹
介
し
た
。
も
と
よ
り
グ
ン
タ

I
の
免
税
劉
・
累
進
税
率

の
決
定
方
法
及
び
回
向
。
雪

E
E弓
そ
の
も
の
に
劃
し
て
は
、

ロ
イ
ア

1
及
び
ナ
ウ
マ
ン
の
批
評
以
外
に
更
に
種
々
の
視
黙
に

立
っ
て
批
判
し
得
る
で
あ
ら
う
し
、
叉
グ
ン
タ

1
の
方
法
に
依

っ
て
果
し
て
完
全
に
税
率
の
決
定
に
件
ふ
恋
意
を
除
き
得
る
や

否
や
も
疑
問
で
あ
る
。

然
し
所
得
税
に
闘
す
る
免
税
知
・
累
進
税
率
等
が
物
債
或
は

共
の
他
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て
規
定
せ
ら
れ
乍
ら
も
、
特
に
圃

家
の
必
要
と
す
る
所
得
税
牧
入
額
に
最
も
強
い
影
響
を
受
吟
て

定
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
各
園
財
政
の
現
棋
で
あ
る
。
現
に
カ
ツ

セ
ル
も
亦
彼
の
累
進
税
率
の
公
式
に
於
け
る
税
率
を
決
定
す
る

. 
フ

第
四
十
巻

七
八
六

第
四
時
抽

五。

に
営
つ
て
は
、
園
家
の
必
要
と
す
る
所
得
税
牧
入
額
と
課
税
せ

ら
れ
る
可
き
所
得
額
の
綿
和
と
の
割
合
を
捧
ん
で
ゐ
る
の
で
あ

る
。
・
此
等
の
事
情
を
考
察
す
る
と
グ
ン
タ
ー
が
特
に
園
家
の
必

要
と
す
る
所
得
税
牧
入
額
に
重
罰
を
置
き
、
所
得
税
収
入
額
と

免
税
難
・
累
進
税
率
等
と
の
闘
係
を
‘
グ
ン
タ

1
自
身
の
立
揚
よ

り
明
確
に
規
定
し
、
と
か
ぐ
従
来
そ
の
決
定
に
部
志
を
伴
っ
た

免
税
期
・
咽
刑
法
枕
宅
近
改
め
て
、
彼
の
印
川
詩
碑
殺
の
累
進
税
本

を
一
不
ナ
ペ
き
問
。
沖
》

友
け
れ
ば
左
ら
友
い
。

更
に
叉
税
率
・
を
決
定
す
る
に
際
し
て
は
諸
闘
の
租
税
立
法
は

公
平
左
る
課
税
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
賞
際
に
於

て
は
命
此
の
目
的
を
達
し
得
た
い
現
献
に
あ
る
。
従
っ
て
今
此

庭
正
紹
介
し
た
グ
ン
タ
l
の

F
E
E
Zミ
は
か
L
る
費
情
に

あ
る
諸
闘
の
租
税
立
法
に
針
し
て
、
税
率
決
定
に
闘
す
る
何
等

か
の
根
械
を
興
へ
る
と
共
に
、
又
そ
の
進
む
可
き
或
る
方
向
を

一
不
す
も
の
で
あ
る
。

此の勤につきでは拙稿、公式に依る累進について(経済論叢、第三十九巻、第
三費量J参照
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